
議案第１２１号 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

平成２８年 ９ 月 ５ 日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市児童相談所条例の一部を改正する条例 

川崎市児童相談所条例（昭和４６年川崎市条例第７０号）の一部を次のよう

に改正する。 

 第３条第１項第３号中「基づいて」の次に「心理又は児童の健康及び心身の

発達に関する専門的な知識及び技術を必要とする指導その他」を加え、同項に

次の１号を加える。 

⑸ 前各号に掲げるもののほか、児童の福祉に関し、家庭その他につき専門

的な知識及び技術を必要とする支援を行うこと。 

 第３条第２項中「前項第１号から第３号までの業務」を「前項に規定する業

務（同項第４号に掲げる業務を除く。）」に改める。 

附 則 

この条例は、公布の日から施行する。 



参考資料 

 

制 定 要 旨 

 

児童福祉法の一部改正に伴い、児童相談所の業務に係る規定を整備するため、

この条例を制定するものである。 

議案第１２２号 

 

川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例の制定について 

 

川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例を次のとおり制定する。 

 

平成２８年 ９ 月 ５ 日提出 

川崎市長 福 田 紀 彦 

 

川崎市小児医療費助成条例の一部を改正する条例 

川崎市小児医療費助成条例（平成７年川崎市条例第２４号）の一部を次のよ

うに改正する。 

第２条第３項中「幼児等」を「幼児」に、「満９歳」を「満６歳」に改め、

同条中第６項を第７項とし、第５項を第６項とし、同条第４項中「乳児及び幼

児等」を「乳児、幼児及び児童」に改め、同項を同条第５項とし、同条第３項

の次に次の１項を加える。 

４ この条例において「児童」とは、満６歳に達する日以後の最初の３月３１

日の翌日から満１２歳に達する日以後の最初の３月３１日までの者をいう。 

第４条第１項第１号中「幼児等」を「幼児及び児童」に改める。 

第６条中「市長は」の次に「、次項の場合を除き」を、「額を除く。」の次

に「次項において同じ。」を、「控除した額」の次に「（次項において「控除

後の額」という。）」を加え、同条に次の１項を加える。 

２ 市長は、満９歳に達する日以後の最初の３月３１日の翌日から満１２歳に

達する日以後の最初の３月３１日までの者（基準日から翌年の８月３１日ま

での間に受けた医療について、その者の保護者が当該基準日の属する年度分


